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慶進生×勝負の夏

INFINITY  KEISHIN

社会で活躍する慶進生

慶進の小窓・学校見学会

　
「
人
生
は
勝
負
の
連
続
」

　

こ
の
夏
、慶
進
生
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の「
勝
負
の
夏
」

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
３
年
生
に
と
っ
て
は
、大

き
な
勝
負
の
と
き
で
す
。大
学

受
験
は
も
ち
ろ
ん
、高
校
生
活

を
通
じ
て
続
け
て
き
た
部
活
動

も
最
後
の
試
合
を
闘
い
ま
す
。

　

あ
る
者
は
主
将
と
し
て
、あ

る
者
は
エ
ー
ス
と
し
て
、チ
ー

ム
や
自
ら
の
誇
り
と
威
信
を
か

け
、厳
し
い
炎
天
下
の
闘
い
に
挑

ん
で
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、陸
上
競
技
部
の

松
尾
周
京
君
は
、先
日
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
予
選
・
中
国
大
会
に

お
い
て
８
０
０
ｍ
で
第
一
位
と

い
う
快
挙
を
達
成
し
、見
事
全

国
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。彼
の
輝
か
し
い
成
功
の
陰
に

は
、猛
暑
の
夏
も
厳
寒
の
冬
も
、

ひ
た
む
き
に
練
習
を
続
け
て
き

た
三
年
間
の
積
み
重
ね
が
あ
り

ま
し
た
。ま
さ
し
く
本
校
の
校

訓
に
あ
る
至
誠
一
貫
を
体
現
し

て
の
勝
利
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

厳
し
い
闘
い
に
勝
利
す
る
こ

と
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。ラ
イ
バ
ル
に
打
ち

勝
つ
た
め
に
は
、ま
ず
自
分
自
身

に
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
負
け
な
い
逞
し
い
心
を
持

ち
、苦
し
く
て
も
諦
め
ず
前
進

す
る
強
い
意
志
が
求
め
ら
れ
ま

す
。慶
進
が
学
力
だ
け
で
な
く
、

「
志
」や「
人
間
力
」を
大
切
に

し
て
い
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
り

ま
す
。

　

長
い
人
生
の
中
で
、高
校
生

活
の
三
年
間
は
、人
生
を
劇
的

に
変
え
る
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、慶
進
生
の
一
人
ひ
と

り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け

て
闘
っ
て
い
ま
す
。闘
い
続
け
る

こ
と
で
自
ら
を
鍛
え
、よ
り
高

い
次
元
を
め
ざ
し
て
日
々
前
進

し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
課
外
授
業

の
場
で
あ
っ
た
り
、部
活
動
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
り
と
様
々

で
す
。

　

こ
の
夏
の
頑
張
り
は
、き
っ
と

そ
の
後
の
人
生
を
大
き
く
変
え

る
て
く
れ
る
力
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。



The Keishin Times Vol.142014年（平成26年）8月11日
02

http://www.keishin-ug.ed.jp

　難に臨んで免れんとする勿かれ！最近、予備校に通っている
本校卒業生たちの『不合格体験記』を読みました。共通してい
ることは「何かと理由をつけて苦しい勉強から逃げていた。一
度身に付いた生活習慣からは受験生になっても抜け出せず、
悪循環の繰り返し、なのに自分は受かるという根拠のない自
信のようなものがあった。その結果親を悲しませ多大な金銭
的負担もかけることになってしまった」という後悔の念です。慶
進生の皆さん、どの学年でもまっとうなやり方で、困難から逃
げようとせず、堂々たる勉強をしてくだ
さい。人生において血となり肉となり、自
分を磨かれた玉にする勉強を。勝負の
夏です。今こそ汗と涙を流しましょう。

　1年生は高校という新しいステージの最初の学期を終え、一息つき
たいところだと思います。しかし、今後の高校生活を充実したものする
ためには、夏休み以降の二学期をどう過ごすかが「勝負」となります。
　2年生は来年の受験という「勝負」に向けて、しっかりとした準備を
する時期です。推薦入試を考えている人は受験まで約1年です。気持
ちと行動を徐々に受験モードへと移行していきましょう。
　そして、3年生は受験に向けての天王山、「勝負」の時期です。これ
からの一日一日の過ごし方が重要となります。己に厳しく、妥協せず、
日々やるべき事を着実に実行していくこと。受
験勉強はみなさんの人間的成長につながるは
ずです。　それぞれの学年がひとつのチームと
して「勝負」に挑んでいきましょう。

　

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
三
年
生
は
、

中
高
一
貫
コ
ー
ス
二
・
三
年
生
と
と

も
に
、第
一
期
七
月
二
十
二
日
㈫
～

二
十
五
日
㈮
の
四
日
間
、第
二
期
七

月
二
十
八
日
㈪
～
三
十
一
日
㈭
の
四

日
間
で「
講
座
制
課
外
」を
実
施
し
ま

し
た
。

　
「
講
座
制
課
外
」と
は
、各
自
が
自

分
に
合
っ
た
講
座
を
自
由
に
選
択
し
、

受
講
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、主
体
的
に

学
習
で
き
、ま
た
他
コ
ー
ス
・
他
学
年

の
生
徒
と
互
い
に
刺
激
し
合
い
、切
磋

琢
磨
す
る
こ
と
も
で
き
、「
勝
負
の
夏
」

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

普
段
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
授
業

を
さ
れ
な
い
先
生
の
授
業
を
受
講
で

き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
三
年
生
は
、夏

季
課
外
に
お
い
て
、一
学
期
に
行
な
っ

て
き
た
演
習
問
題
か
ら
、よ
り
セ
ン

タ
ー
受
験
を
意
識
し
た
徹
底
的
な
過

去
問
演
習
を
実
施
し
、Ａ
Ｏ
入
試
・

推
薦
入
試
な
ど
豊
富
な
受
験
機
会
に

備
え
て
、小
論
文
講
座
も
実
施
し
ま

し
た
。

　

小
論
文
講
座
に
は「
講
座
制
課
外
」

対
象
者
に
も
受
講
で
き
る
よ
う
に
、受

講
時
間
を
調
整
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
コ
ー
ス
・
学
年
の
枠
を

超
え
て
、受
験
へ
の
熱
い
ム
ー
ド
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、全
校
登
校
日
な
ど
で
面
接

指
導
も
実
施
し
、一
人
ひ
と
り
が
合
格

へ
の
道
を
目
指
し
て
歩
み
始
め
ま
し

た
。

STUDY

 夏を制する者だけが受験を制す！

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
の
夏

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
の
夏

アドバンスコース長
岡﨑　史恵 先生

グローバルコース長
藤生　博之 先生

慶進生×勝 負の夏 2014
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　私たち女子ソフトテ
ニス部はこの1年間、個
人戦はもちろん団体戦
でもインターハイ出場
を目標にしてきました。
団体戦はあと一歩のと
ころで負けてしまい出
場はできませんが、試合を通して、格段にレ
ベルアップすることができました。
　個人戦には二組が出場し、そのうち一組
は1年生ペアです。とても元気が良く明るい
ペアで、この1年生ペアの勢いを生かし、慶
進ソフトテニス部らしく戦ってこようと思い
ます。
　好きなテニスを本気で頑張る私たちを全
力で応援し協力してくださる先生、コーチ、そ
して家族へ、自信を持ってプレーする姿で感
謝の思いを伝えます。応援よろしくお願いし
ます。

●春季選手権大会 
　　個人（草谷・垣﨑ペア） ３　位　　
●県高校総体
　　団体 準優勝　　
　　個人（草谷・垣﨑ペア） ３　位　　
　　個人（福谷・井浦ペア） ３　位　　
●中国大会（7月）　団体 出　場　　
　　　　　　　　 個人 4ペア 出　場　　
●インターハイ（8月）
　　　　　　　　 個人 2ペア 出　場　　

　今年は8月1日から千
葉県で第67回全国高
等学校バスケットボー
ル選手権大会が行われ
ます。昨年はベスト16
という結果に終わり、
それからまた日本一と
いう目標に向かって日々練習に励んできまし
た。体格の小さいチームですが、小さいから
こそ粘り強いディフェンスとスピードのある
バスケットをしていかなければいけません。
　初戦は開催県である千葉英和高校です。
一戦一戦を大切にし、自分たちの一番良い
状態で、今までやってきたことをすべて出し
きりたいです。
　コートの中、ベンチ、応援席…、みんなの気
持ちを一つにして最後まで諦めず笑顔でやり
きります。そして、インターハイという最高の
舞台でバスケットができること、私たちを支え
てくださる方々への感謝の気持ちを忘れず、
悔いのないように全力で戦ってきます。

●中国大会予選 優　勝　　
●中国大会 優　勝　　
●県高校総体 優　勝　　
●インターハイ（8月） 出　場　　

　私は、1年生のときからイ
ンターハイ出場の夢を持っ
ていました。
　顧問である亀山先生の勧
めで800m走を始め、それ
からは、同じく顧問である黒
田先生や、亀山先生の的確
かつ効率の良いご指導のお陰で2年生の秋から
順調に結果を残す事ができました。
　しかし、2年生の時に出場した県総体では、上手
くいくと思っていたところ見事に失敗してしまい
ました。その時のショックは計り知れないものでし
た。どこか慢心があったのだと思います。しかし、そ
れからは気を引き締め直し、謙虚な気持ちで練習
に取り組みました。
　さらに、冬休みと春休みには中国四国合同合
宿に参加し、スピード面を強化することができ、こ
の度インターハイ出場の切符を手にすることがで
きました。
　インターハイは、積み重ねた練習の成果を十
分に発揮できる素晴らしい舞台だと思っているの
で今まで支えて下さった皆様への感謝の心を忘
れずに精一杯悔いの残らないよう走ってきます。

●県高校総体 男子 800ｍ 優　勝　
 女子 400ｍハードル ７　位　
●中国総体 男子 800ｍ 優　勝　
●インターハイ（8月）  個人出場　

CLUB
ACTIVITIES

女子ソフトテニス部
　

草谷　ニサ さん （AⅢ）陸上競技部
　

松尾　周京 君 （GⅢ）女子バスケットボール部
　

荒川　紗笑子 さん （GⅢ）

　女子バスケットボール部 成績 　陸上競技部 成績

　女子ソフトテニス部 成績

ACTIVITIES

陸上競技部陸上競技部陸上競技部陸上競技部陸上競技部陸上競技部
松尾　周京 君松尾　周京 君松尾　周京 君松尾　周京 君松尾　周京 君松尾　周京 君

慶進生×勝 負の夏 2014
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　6月15(土)16日(日）に慶進祭が開催されました。慶進祭のコンセプトで
ある「慶進一体」をもとに、今年は「Infinity∞Keishin」をテーマに慶進祭
を行いました。
　生徒と教師が力を合わせることによって、多くのことに挑戦できる可能
性が生まれ、慶進全体の「無限」
のつながりを実感し「素晴らしい
慶進」・「誇れる慶進」を全員で
作っていきたいという思いがこ
のテーマにはこめられています。
　ここでは4名の3年生に慶進生
として最後の慶進祭が終わった
後の感想を聞いてみました。

　約半年間という長い準備期間は決して順
調ではありませんでした。辛いことや苦しい
ことも多くありました。しかし全てを乗り越え
慶進祭を成功させることができたのは、いつも裏で慶進祭を支
えてくれた120名の実行委員と私たちの要望にこたえてくれた
先生方のおかげです。特に実行委員のみんなはクラスの手伝
いもしたかったと思いますが、文句も言わず完璧に仕事をこな
してくれました。
　その仕事の一つ、モザイク壁画は完成するか不安でしたが、
当日までに間に合わせてくれました。頑張ってくれたみなさん
にとても感謝しています。
　私はこの慶進祭で実行委員長というとても貴重な経験をさ
せていただきました。この経験を通じて、改めて慶進生と先生

方は強い信頼と絆で結ばれている
ことを実感することができました。
そして、そんな中で実行委員長とし
て仕事ができたことをとても幸せ
に思います。本当にありがとうござ
いました。

　高校生活最後の慶進祭では、去年に引き
続きT魂兄弟としてステージに立たせてもら
いました。
　ステージの練習等でなかなか部活の練習に行けず、チーム
メイトには本当に迷惑をかけましたが、みんなが快く「頑張っ
てこい」と言ってくれたので慶進祭の練習に集中することがで
きました。また指導してくださった先生方には、たくさんの指摘
をしていただき本当に助かりました。
　最後の慶進祭で私が思ったことは、自分たちは本当に周りに
支えられていると言うことです。私たち
がステージ上であのようにできたのも、
裏方の人たちが一生懸命頑張ってくれ
たおかげです。本当にたくさんの人たち
の力でこの素晴らしい慶進祭が行えた
と思います。慶進祭に携わってくれた全
ての人に心から感謝しています。

　慶進生のみなさん、今年の慶進祭はい
かがでしたか。楽しんでいただけたでしょう
か。
　私たち生徒会は約6ヶ月間、慶進祭の企画運営に取り組ん
できました。ゴールまでの道のりは長く、決して楽なものでは
ありませんでした。どうすれば楽しい慶進祭になるのか、どう
すれば気持ちよくみんなが仕事を出来るのか、色々と悩む時
期もありました。しかし、そんな時、優しく手を差し伸べてくれ
たのは実行委員やリーダー部活生のみなさんでした。自分
たちの時間を削ってまで一生懸命準備に協力してくれたこと
は、本当に大きな力となりました。そして、どんな時でも「あり
がとう」「お疲れ様」と声をかけてくれた慶進生のみなさん。こ
の何気ないひと言が、私に元気を与えてくれました。そんな仲
間たちと共に作り上げた慶進祭は私にとって本
当に最高の思い出となりました。いつまでもこ
の慶進祭が、生徒たちの手によって進化し続け
るものであってほしいと思います。慶進生のみ
なさん本当にありがとうございました。

　MCの準備中は、ネタが決まらずなかな
か進まなかったことが多くあって正直辛い
と思うこともありました。しかし「できるだけ
たくさんの慶進生に楽しんでもらいたい」という思いや、自分
と同じMCの二人とT魂兄弟の6人全員の支えもあって、今回
のオープニングやエンディングを成功させることができたと

思います。
　慶進祭が終わって「お疲れ様」や
「面白かった」という言葉を言って
もらえたことが、何よりも嬉しく大き
な達成感を味わうことができまし
た。そしてMCを担当したことは、必

ず自分にとって良い経験になったと確信しています。
　最後にオープニングやエンディングに協力してくださった
生徒会のみなさんや、アドバイスをしてくださった先生方にと
ても感謝しています。本当にありがとうございました｡

INFINITY　KEISHIN
　慶進祭を終えて

慶
進
生
と
先
生
方
は 

強
い
絆 

で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た

慶
進
祭
に
携
わ
っ
て
く
れ
た

全
て
の
人
に
心
か
ら
感
謝

慶
進
祭
が
生
徒
の
手
に
よ
っ
て
、
今
後
も

進
化
し
続
け
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い

周
り
の
人
た
ち
の
言
葉
で
、
何
よ
り
も
大
き
な

達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

慶進祭実行委員長：麻生 智花 さん （AⅢ）

T魂兄弟：定山 健斗 君 （GⅢ） MC：伊藤 雅章 君 （AⅢ）

生徒会長：篠田 早紀 さん （AⅢ）
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profile
　

高城翔伍（たかぎしょうご）。
平成21年3月、慶進高等
学校グローバルコース卒
業。平成25年3月、東海大
学体育学部スポーツ・レ
ジャーマネジメント学科卒
業。現在は、菊川スポーツク
ラブにて、アシスタントマネ
ジャーを務める。

profile
　

黒田祐介（くろだゆうすけ）。
平成21年3月、慶進高等
学校アドバンスコース卒
業。平成25年3月、関西学
院大学総合政策学部総合
政策学科卒業。現在は、山
口銀行小野田支店に勤務
している。

社会で活躍する慶進生INTERVIEW

高
城
翔
伍
さ
ん

�

菊
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー

黒
田
祐
介
さ
ん

�

山
口
銀
行
小
野
田
支
店
勤
務

　

私
に
と
っ
て
慶
進
高
校
で
過
ご
し
た
三
年
間
は
長
い

よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。皆
さ

ん
は
、日
々
勉
強
や
部
活
に
励
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、私
も
高
校
時
代
は
勉
強
、遊
び
と
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。勉
強
は
好
き
で
は
な
く
、当

初
身
に
入
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
な
が
ら
も
、共
に
切
磋
琢

磨
す
る
仲
間
た
ち
や
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生

方
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
で
、受
験
期
に
は
集
中
し
て
勉
強

と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。先
生
方
か
ら
常
々
言

わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
高
校
時
代
以
上
に
、

勉
強
と
向
き
合
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
」と
い
う
言
葉
を

私
は
今
実
感
し
て
い
ま
す
。慶
進
を
卒
業
し
て
ま
だ
六
年

ほ
ど
で
す
が
、大
学
・
社
会
人
生
活
を
通
じ
て
、そ
こ
ま

で
熱
心
に
勉
強
と
向
き
合
う
機
会
は
な
く
、今
後
の
人
生

で
も
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、た
っ
た
三
年
間
し
か
な
い
高
校
生
活
を

充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、一
日
一
日
を
全
力
で
過

ご
し
、勉
強
や
部
活
等
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。き
っ
と
、卒
業
し
た
と
き
に
慶
進
生
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
は
ず
で
す
。

　

私
は
今
、慶
進
高
校
在
学
時
に
抱
い
た
夢
の
真
っ
只
中
に

い
ま
す
。

　

高
校
二
年
の
時
、野
球
部
に
所
属
し
て
い
た
私
は
、選
手

と
し
て
致
命
的
な
怪
我
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。部
活
動
を

辞
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、先
生
方
や
仲
間
の
説
得
で
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
に
残
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

こ
の
決
断
が
後
に
私
の
人
生
を
大
き
く
形
成
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
は
、選
手
が
気
持
ち
よ
く
プ
レ
ー

す
る
為
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
。選
手
が
活
躍
す
る
こ
と
が

私
に
と
っ
て
何
よ
り
の
喜
び
で
し
た
。選
手
と
し
て
の
未
練

が
な
か
っ
た
の
も
、仲
間
や
顧
問
の
先
生
を
は
じ
め
、普
段

か
ら
い
つ
も
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
先
生
方
の
お

か
げ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
経
験
が
大

学
進
学
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、在
学
時
に
抱
い
た
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
夢
を
実
現
さ

せ
、新
た
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
今
夏
、カ
フ
ェ
の
経
営
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。畑
違
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、共
通
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、「
他

人
の
喜
び
が
自
分
の
喜
び
に
な
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。ど
の

仕
事
に
も
通
ず
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
よ
う
に

思
え
た
の
も
、高
校
で
の
経
験
が
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。私

は
、在
学
時
目
立
っ
て
成
績
が
良
か
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、む

し
ろ
先
生
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、今
こ
の
よ
う
に
好
き
な
こ
と
を
仕

事
に
し
、夢
を
追
う
こ
と
が
出
来
て
い
る
の
は
、当
時
か
ら
私

の
喜
び
を
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
が
居
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

卒
業
生
と
し
て
私
は
皆
さ
ん
に
、「
や
る
こ
と
、起
こ
る
こ

と
全
て
に
意
味
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
で

す
。私
が
怪
我
を
し
た
こ
と
も
、今
の
私
を
形
成
す
る
上
で

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
し
た
。今
皆
さ
ん
が
勉
学
に
励
ん
で

い
る
こ
と
、部
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
等
に
は
必
ず
意
味
が

あ
り
ま
す
。時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
意

味
が
わ
か
る
と
き
が
必
ず
来
ま
す
。皆
さ
ん
に
は
、失
敗
や

挑
戦
、大
き
な
夢
を
抱
け
る
恵
ま
れ
た
環
境
が
あ
り
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
、挑
戦
し
、夢
に
邁
進
す
る
皆
さ
ん
を
心
か

ら
応
援
し
て
い
ま
す
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
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こ
の
小
窓
を
開
け
れ
ば
、常
盤
公
園
が
見
え
る
。あ
の
小
窓
を
開
け
れ
ば
、

第
一
グ
ラ
ン
ド
が
見
え
る
。慶
進
に
は
そ
ん
な
小
窓
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
も
、き
っ
と
慶
進
を
見
る
た
め
の
小
窓
も
あ
る
は
ず
。そ
ん
な
小
窓
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
、こ
の「
慶
進
の
小
窓
」。第
11
回
の「
小
窓
」は
、本
館
２
Ｆ
に
あ
る

「
情
報
実
習
室
」で
す
。本
館
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が
こ
の
情
報
実
習
室
。

廊
下
側
は
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
、開
放
的
な
空
間
を
演
出
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
教
室

で
、ど
の
よ
う
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
、少
し
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

Vol.11情
報
実
習
室 

−
落
ち
着
い
た
空
間
で
、

活
動
的
な
学
び
を
。

　

こ
の
度
は
夏
期
学
校
見
学
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
実
行
委
員
は
ま
だ
ま
だ
駆
け

出
し
で
、わ
ず
か
二
週
間
ほ
ど
の
準
備
期

間
の
中
で
数
え
切
れ
な
い
ぐ
ら
い
の
失
敗

を
し
ま
し
た
が
、と
に
か
く
何
事
も
挑
戦

だ
と
い
う
思
い
を
実
行
委
員
み
ん
な
で

共
有
し
、各
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に

力
を
合
わ
せ
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
準
備

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。行
き
届
か
な
い
部

分
は
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、あ
り

の
ま
ま
の
慶
進
高
校
を
感
じ
て
も
ら
え

て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

夏
期
学
校
見
学
会
を
終
え
て
感
じ
た

こ
と
は
、学
校
行
事
な
ど
を
生
徒
が
中
心

と
な
り
活
発
に
運
営
で
き
る
こ
と
が
、慶

進
高
校
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。ま
た
、そ
の
私
た
ち
が
問
題
に
ぶ
つ

か
っ
た
と
き
、優
し
く
手
を
差
し
伸
べ
て

く
だ
さ
る「
先
生
」と
の
距
離
の
近
さ
も

慶
進
高
校
な
ら
で
は
の
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。

　

夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
中
学
生
の

み
な
さ
ん
、私
た
ち
と
一
緒
に
充
実
し
た

慶
進
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
慶

進
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
、慶

進
で
し
か
掴
め
な
い
未
来
へ
と
、共
に
歩

▲学校見学会実行委員会の皆さん

1廊下側は全面ガラス張りで、圧迫感を感じません。また、光が入りやすく非常に明るい印象を受けます。
2パソコンを使用した情報の授業の様子。落ち着いた空間の中で、集中して授業を受けることができま
す。

3情報実習室の完成とともに導入されたタブレット端末。情報の授業に限らず、様々な授業での活用が
可能です。また、校外学習などにおいても利用していく予定です。

4希望すれば誰でも受講可能な「駿台サテネット」。放課後などの空いた時間を有意義に過ごせます。

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

さ
て
、慶
進
高
校
で
は
夏
期
学
校
見
学

会
に
引
き
続
き
秋
に
も
見
学
会
を
実
施

し
ま
す
。秋
期
見
学
会
で
は
、慶
進
に
つ
い

て
よ
り
深
く
知
る
こ
と
の
で
き
る
時
間
を

も
っ
と
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。夏

期
見
学
会
と
は
一
味
も
二
味
も
違
っ
た
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　

夏
期
見
学
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

中
学
生
、今
回
参
加
し
て
も
っ
と
慶
進
に

つ
い
て
知
り
た
く
な
っ
た
、慶
進
が
少
し

気
に
な
っ
て
き
た
中
学
生
の
皆
さ
ん
、ぜ

ひ
秋
期
学
校
見
学
会
に
お
越
し
下
さ
い
。

私
た
ち
と
一
緒
に
有
意
義
な
慶
進
タ
イ

ム
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

［夏期学校見学会］ Share  共有・共感・共同

慶進の小窓
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久保田 聖奈
（アドバンスコース2年）

学校見学会実行委員長

秋期学校
見学会

10/4㈯にもぜひ
お越しください




